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十
二
月
十
二
日
、
堺
市
で
百も

ず
舌
鳥
・
古ふ

る
市い

ち

古
墳
群
が
令
和
元
年
七
月
に
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、「
世
界
遺
産

登
録
一
周
年
記
念
事
業
お
お
さ
か
古
墳
サ

ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的

は
、「
古
墳
を
有
す
る
府
内
自
治
体
と
連
携
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
墳
の
保
存
・
継
承
や
古

墳
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
等
の
取
組
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
り
、
情
報
発
信
を
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
世
界
遺
産「
百
舌
鳥
・
古

市
古
墳
群
」
の
価
値
と
魅
力
に
つ
い
て
、
効

果
的
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

保
存
管
理
に
寄
与
す
る
こ
と
」で
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
澤
井
宏
文
市
長
が
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、

観
光
課
担
当
者
が
市
内
の
取
組
み
事
例
と
し

て
河
内
大
塚
山
古
墳
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
河
内
大
塚
山
古
墳
は
、
現
在
、
宮
内
庁
に

よ
っ
て
皇
室
の
先
祖
を
祀
る
尊
厳
な
墓
域
と

し
て
、
陵

り
ょ
う
墓ぼ

参さ
ん
考こ
う
地ち

に
指
定
さ
れ
、
一
般
の

人
の
立
ち
入
り
は
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
古
墳
の
濠
に
は
四
季
を
通
じ
て
多
く

の
水
鳥
が
羽
を
休
め
て
い
ま
す
の
で
、
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

墳
丘
を
覆
う
樹
木
の
移
り
変
わ
り
が
人
々
に

心
の
い
や
し
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。そ
の
上
、

古
墳
の
濠
の
回
り
を
二
〇
〜
三
〇
分
で
全
周

で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
人
々
が
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。
西
大
塚
町
会

の
ご
協
力
で
、濠
に
沿
っ
て
石
張
り
も
さ
れ
、

安
心
し
て
健
康
増
進
も
図
ら
れ
る
の
で
す
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
河
内
大
塚

山
古
墳
の
歴
史
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
古
墳

の
楽
し
み
方
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
河
内
大

塚
山
古
墳
は
文
化
財
で
あ
る
と
と
も
に
、
本

市
に
と
っ
て
古
墳
を
活
用
し
な
が
ら
、
観
光

の
一
大
目
玉
に
な
る
の
で
す
。
百
舌
鳥
・
古

市
古
墳
群
を
訪
れ
る
多
く
の
人
々
が
、
両
古

墳
群
の
中
間
地
で
あ
る
河
内
大
塚
山
古
墳
に

も
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
、
堺
市
・
羽
曳
野
市
・
藤
井
寺

市
と
連
携
し
て
、「
も
ず
ふ
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
」
事
業
に
参
加
し
、
近
鉄
河
内
松
原
駅
と

布
忍
駅
に
貸
自
転
車
を
置
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
す
で
に
河
内
大
塚
山
古
墳
の
前
方
部
西

側
の
堤
に
、
私
が
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
松
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
設
置
の

案
内
板
も
見
学
に
供
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
機
運
を
う
け
て
、
河
内
大
塚
山

古
墳
に
設
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
石
室
材
が

近
く
の
柴し

ば
籬が
き
神
社
に
手
洗
鉢
と
し
て
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
先
日
、
案
内
板
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
そ
の
全
文

を
掲
げ
ま
す
。

　「
柴
籬
神
社
の
東
方
五
〇
〇
㍍
に
、
わ
が

国
五
番
目
の
巨
大
前
方
後
円
墳
の
河
内
大

塚
山
古
墳（
全
長
三
三
五
㍍
）
が
あ
り
ま
す
。

古
墳
は
、
六
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
に
築
造

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
宮
内
庁
に
よ
っ

て
陵
墓
参
考
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
横
穴
式
石
室
が
後
円
部
に
構
築
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
石
室
の
一
部
が

当
社
安
置
の
手
洗
鉢
に
転
用
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
大
正
時
代
末
期
ま
で
前
方
部
に

は
数
十
戸
の
集
落
が
あ
り
、
後
円
部
頂
上
に

天
満
宮（
菅
原
神
社
・
大
塚
社
）が
祀
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
以
降
、
菅す

が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

を
祭
神
と
し
、
所
在
地
の
西
大
塚
村
・
東
大

塚
村
の
氏
神
で
し
た
。
明
治
時
代
後
半
、
天

満
宮
が
古
墳
上
か
ら
柴
籬
神
社
に
合
祀
さ
れ

た
際
、
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
石
種
は
黒く

ろ
雲う

ん
母も

花か

崗こ
う

岩が
ん

で
、
柏
原
市
平ひ

ら
尾お

山や
ま

か
ら
青あ

お
谷た

に
に
か
け
て
分
布
す
る
岩
相
に
類

似
し
て
い
ま
す
。
上
面
は
加
工
し
て
い
ま
す

が
、
側
面
は
自
然
面
で
す
。

　
上
面
に
は
、「
水
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
上

面
手
前
の
縁
に
、
江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た

口
径
九
cm
の
矢や

穴あ
な

跡
が
並
ん
で
い
ま
す
。
上

面
の
大
き
さ
は
左
右
が
約
一
．
五
m
、
前
後

が
約
〇
．
六
m
で
す
。
高
さ
は
約
〇
．
五
m

を
測
り
ま
す
。

　
側
面
左
側
に「
天
満
宮
」、
裏
面
に「
享

き
ょ
う

和わ

元

辛し
ん

酉ゆ
う
年
」「
九
月
」「
東
大
塚
村
氏
子
」と
あ
り
ま

す
。江
戸
時
代
後
半
の
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）

九
月
、
東
大
塚
村
の
氏
子
が
古
墳
の
石
室
材

を
利
用
し
て
、
奉
納
し
た
も
の
で
す
。

　『
河
内
名
所
図
会
』（
享
和
元
年
十
一
月
）に

紹
介
さ
れ
た「
柴
籬
宮
旧
跡
」の
挿
絵
の
中
に
、

天
満
宮（
大
塚
社
）
参
道
石
段
左
側
に
大
き
な

手
洗
鉢
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
か

ら
、
こ
の
石
室
材・手
洗
鉢
は
、
人
々
に
よ
っ

て
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。」

　
古
墳
の
関
連
文
化
財
と
し
て
、
石
室
材
の

案
内
板
が
有
効
な
観
光
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
、
活
用
さ
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

河内大塚山古墳を活かした町づくり
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

vol.282

22

「
お
お
さ
か
古
墳
サ
ミ
ッ
ト
」開
催
と

柴
籬
神
社
の
石
室
材
手
洗
鉢
案
内
板

▲柴籬神社安置の石室材転用の
手洗鉢（上田七丁目）

▲河内大塚山古墳の案内
板（松原ライオンズクラブ
設置）

▲河内大塚山古墳の濠を泳ぐ水鳥と墳
丘の樹木（保田紀元氏撮影）

▲設置された手洗鉢案内板 参
集殿前に建てられた。


